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「業績相場欄の使い方」

JP法研究会 富士栄

絞り込み検索には、業績データを表示させ、並び替えたり、抽出したり、印刷したりす
る項目があります。

７７．業績相場欄表示がそれに当たります。

業績相場欄を使うためには、前準備が必要です。いきなりは使えません。

■前準備の手順

まずは、「６１．検索対象銘柄選択」から銘柄群を選択します。

そして、どの項目の検索でもいいので、何か実行させてください。

６１番を選択した直後では、動作できません。

何か検索をしたら、次に「７６．業績相場欄計算」をクリックし、実行します。

ここまでの手順を踏んではじめて「７７．業績相場欄表示」が使えるようになります。

「昇順」・・・小さい順に並び替えます。
「降順」・・・大きい順に並び替えます。

並び替えられる項目の一覧です。
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では、実際にやってみましょう。

ＰＢＲの小さい順に並び替えたい場合

手順
１．「昇順」をクリックします。
２．「ＰＢＲ」をクリックします。

このようになりました。
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１株利益の大きい順に並び替えたい場合

手順
１．「降順」をクリックします。
２．「１株利益」をクリックします。

このようになりました。

大きい順に並び替えられている事が分かります。
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前期に比べ経常利益の伸び率が大きい順に並び替えたい場合

手順
１．「降順」をクリックします。
２．経常利益の右にある「前期比」をクリックします。

このようになりました。

大きい順に並び替えられている事が分かります。

■抽出機能

例えば、１株利益が前期に比べ増加している銘柄のみを表示させたい。といった、対象
となる銘柄のみを残したい場合に使います。

それでは、やってみましょう。

「抽出」をクリックします。



- 5 -

今回は、１株利益の伸び率なので、下記のようにセットします。

「実行」をクリックすると下記の画面となります。

印刷はしませんので「いいえ」をクリックします。
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このようになります。

銘柄数が減っていることが分かりますね。マイナスの銘柄がなくなりました。

この状態を保存したい場合は、「書込」をクリックします。
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下記のメッセージ表示となりますので、「はい」をクリックします。

これで保存されました。

一度、業績相場欄画面を閉じて、再び表示させてみてください。

直前の状態が残っている事が分かります。

■印刷について

ここに表示されている全ての項目を印刷するわけではありません。

「ＰＥＲ」までの項目しか印刷は出来ません。

これは、「ＰＢＲ」から「額面」までは、後から作成した機能なので印刷する部分を作
っていないためです。

印刷出来ない項目

では、どのように印刷したらよいかというと、直接、業績相場欄の結果ファイルをマイ
クロソフトＥＸＣＥＬから読み込ませる事によって可能となります。

業績相場欄の結果ファイルは、[C:\WinJPDta]フォルダ中に保存されており、
ファイル名は[JPGyoCal.csv]です。

項目をカンマで区切ったＣＳＶ形式のファイルなので、ＥＸＣＥＬのセルに 1 つずつセ
ットされます。
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このような感じです。

ＥＸＣＥＬからだと、見た目がきれいに印刷されますのでご活用ください。

また、今回のバージョンアップで、ボタン１つで上記のＥＸＣＥＬから表示出来る機能
を追加しました。

※ＣＳＶファイルの関連付けがＥＸＣＥＬであること、またＥＸＣＥＬがインストール
されていることが前提条件です。

「ＯＰＥＮ」をクリックしてください。

下記のメッセージが表示されます。「ＯＫ」をクリックです。
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前提条件にパソコンの設定が合っていれば、表示された事と思います。

ここで１つ注意があります。

ＥＸＣＥＬから読み込んだ業績相場欄のファイルを色々変更してそのまま保存、つまり
同名で保存すると、次回からＪＰソフトで読み込めなくなるのでご注意ください。

保存する時は、別名で行ってください。

例えば、下記のように項目を削って上書き保存した。
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表示されなくなってしまいました。

実際は、表示されなくなったとしても最初から手順を踏んで表示させれば、元通りにな
りますから、そうおそれる事はありません。

ＪＰソフトからの全項目印刷にこだわる向きは、ご連絡ください。

機能追加の予定に入れておきます。

業績相場欄に「ＯＰＥＮ」ボタンが付いたプログラムはこちらです。

バージョンアップはこちらの一番下にアップしてあります。

「プログラム修正」のページ

http://www.neuralnet.co.jp/user/progdl.html

ＪＰソフトは、多岐にわたる機能があり、どうやって使うのかが分からない、
という向きもおられる事と思われます。

メールなどでご連絡頂ければ、ホームページまたは、今回のように会報で
解説してくつもりです。

ご不明な点は、ご連絡ください。


